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研究成果の概要（和文）：新しい人類学の研究領域である「宇宙人類学」の方法論的アプローチ、トピックを検討し、
その研究領域を大きく４つに分類した。つまり、（１）社会研究フェイズ：宇宙産業、宇宙観光、宇宙関連施設と地域
社会の関係など（２）文化研究ファイズ：宗教と宇宙開発、メディア、宇宙開発に伴う生活文化の変容（３）コミュニ
ケーション研究ファイズ：宇宙空間におけるコミュニケーションの変容、宇宙空間と地上とのコミュニケーション（４
）認知・身体論研究フェイズ：宇宙空間における認知体系、身体的変容の問題、である。この成果を、ISTS、IUEASな
どの国際学会、JAXAレポートで公表する他、単行本として公表した。

研究成果の概要（英文）：We examined methodological approach, topic of "the space anthropology" that was a 
new anthropological study domain and greatly classified the study domains in four faces.(1) the relations 
of a space industry, space tourism, space connection facilities and the community society study phase 
.(2) religion and space development, the media, transformation of the life culture with the space 
development culture study phase.(face3) communication with transformation, outer space and the ground of 
the communication in the outer space ommunication study phase.(4) The recognition system in the outer 
space, a problem of the physical transformation a recognition, body theory study phase. We had some 
prentations at the international conference of ISTS IUEAS.And We reported JAXA report and publised a book 
on Space Anthropology.

研究分野：文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
人類が宇宙に進出してから、すでに半世紀
が経過した。1969 年の月面への着陸、無人
衛星、探査機による科学的調査など、宇宙は
先端科学技術の集積であり、革新を促す「科
学的」フィールドであった。この 50 年近く
の間に、宇宙に関する科学的・技術的研究は
急速に進歩する一方、宇宙に関する人文・社
会科学的な立場からの研究はほとんどなさ
れてこなかった。宇宙に関する人文社会科学
的研究は、国際高等研究所がおこなった木下
冨雄編の報告書（2009）を嚆矢とするものの、
JAXAのレポート（2012）を除き、その後の
展開はほとんど見られない状況であった。 
一方、海外では米国において NASA主導で
おこなわれた研究レポートがあるものの、テ
クニカルな側面に重点がある。また欧州では
仏国家高等研究所の J.Arnouldが「宇宙倫理
学」を提唱しているほか、領有権をめぐる国
際法上の研究が盛んである。またアイスラン
ドの人類学者 Palsson の論文（2009）、イタ
リアの Benapola 編の学際的研究『Lunar 
Settlement』（2010）に人類学者が報告して
いるが、特定テーマの議論に終始しており、
組織的な研究アプローチの検討は行われて
いなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、宇宙空間への人類の進出
が同時代的な課題となりつつある今日の世
界にあって、「地球」という限定された空間
を超えて、「宇宙」 という新たなフロンティ
アから人類を見つめ直す「宇宙人類学」とい
う新しい研究領域の開拓である。具体的な研
究の目的は以下の二点である。 
第一に従来の人類学的知識や方法論の蓄
積を踏まえ、人類学が宇宙を研究領域とする
場合に考え得るどのようなトピックが存在
するかを検討する。 
第二に多様なフィールドやテーマを研究
してきた分担者および研究協力者や連携研
究者とともに、個別のトピックを研究会で検
討し、その可能性を検討する。加えて、人類
学者だけでなく、科学系を含む他分野の研究
者およびJAXAの研究者を含めた全体研究会
を行い、トピックの設定、方法論的検討、宇
宙開発の状況に照らし合わせた議論の現実
性について検討し、最終的には宇宙に対する
人類学的アプローチの基礎的なデザインと
重要なトピックについて研究を深化させる。 
最終的には、「宇宙人類学」という新しい
分野の基盤、その展開の構想をまとめる。同
時に、海外の研究状況について調査し、将来
的なこの課題に取り組む国際的な研究ネッ
トワークの構想を目的とする。 
現在の急速な技術革新、状況の変化に鑑み、
二年間という比較的短期の研究期間とした。 
宇宙というフィールドは実際の調査地で
のフィールドワークを主要な研究手法とす
る人類学においては無縁のトピックと考え

られてきた。本研究の意義は、宇宙開発とグ
ローバル化の問題、技術の進展を支える社会
的文化的基盤、コミュニケーションや身体の
新たな可能性といった従来の研究の延長上
にあるトピックに加え、人類学が目指してき
た文化・文明の議論（例えばユートピア論な
ど）あるいは世界観などについて新しい視点
と発想を得ることにできた点にある。 
 
３．研究の方法 
研究領域への接近に三つのアプローチを
採用した。 
⑴グローバル化という現在進行中の歴史
現象の延長の上に宇宙開発の問題をとらえ、
現在の宇宙開発を支える世界観を「近代」や
「ポスト近代」の問題と関係づけながら、「近
代」を超える可能性を探る。 
⑵人類学がこれまで培ってきた方法論や
概念装置が、「宇宙」という新たな領域にお
いて有効性を発揮しうるかどうかを検討す
る。 
⑶宇宙開発によって人類の多様性がいか
に進展しうるかの可能性について検証し、宇
宙開発の現将来に資するヴィジョンを提出
することを最終的な目的とする。 
以上のアプローチに基づいて研究領域に
接近するために、研究グループを組織し、ト
ピックおよび作業の分担を行った。 
本研究組織の基盤は、日本文化人類学会研
究懇談会「宇宙人類学」の中核メンバーによ
って構成し、今回の研究班に入っていない他
の懇談会メンバーは、研究会におけるオブザ
ーバーとしての参加、コメントやアドバイス
などを行うことで、本研究会の活動をサポー
トした。 
⑴研究代表者 
岡田浩樹（神戸大学・教授）：研究組織の
統括および全体研究集会の組織。宇宙空間に
おける多文化状況、ナショナリズム、文化論
と世界観 
⑵研究分担者（5名） 
①飯田卓（国立民族学博物館・准教授）個
別トピック担当。環境・生態人類学、探査航
行と植民 
②岩谷洋史（国立民族学博物館・機関研究
員）個別トピック担当、Webサイトの維持・
管理。メディア研究 
③木村大治（京都大学・教授）個別トピッ
ク担当。コミュニケーション研究、共同性の
問題 
④大村敬一（大阪大学・准教授）個別トピ
ック担当。認知人類学、科学人類学 
⑤佐藤知久（京都文教大学・准教授）：個
別トピック担当。身体と社会関係、ジェンダ
ー 
⑵研究協力者（3名） 
日本文化人類学会研究懇談会のメンバー
（上記の者を除く）が研究プロジェクトの進
展に伴い、かつ主体的に研究に関わる希望者
がいる場合に、研究協力者に追加し、研究体



制の強化を図った。 
① 岩田陽子＊（宇宙航空開発機構・人文社
会科学コーディネーター）宇宙開発に関
わる社会的反応、宇宙理解教育 
② 安部隆士（宇宙航空開発機構、兼宇宙科
学研究所・教授）宇宙開発の計画・立案
の現場および工学的見地からのアドバイ
ス 
③ 磯部宏明（京都大学宇宙総合研究 unit 専
任講師）天文学および理学的見地からの
アドバイス 
 
４．研究成果 
平成 25 年度は、研究組織のメンバーが行
ってきた研究テーマから宇宙人類学の対象
となるトピックや研究テーマを検討し、これ
を全体研究集会でさらなる検討を重ねた。 
例えば、研究分担者の大村は、認知人類学
の「状況認知」「分散認知」などの概念を用
いて、宇宙ステーション内の状況認知に関す
る「宇宙実験室民族誌」を試みる。あるいは
科学人類学におけるアクターネットワーク
の概念の有効性を宇宙開発の現場で検討す
る。これらのテーマに関連したサブ研究会を
組織すると共に、JAXAの協力を経て宇宙飛
行士へのインタビューなどの予備的研究を
進めた。 
全体研究集会では、他分野の研究者や

JAXAの研究者を講師として招聘し、宇宙に
関する先端的な科学的知識や状況把握を行
う。第一回研究会では、木下冨雄編 2010『宇
宙問題への人文・社会科学からのアプロー
チ』国際高等研究所、研究代表者がすでに発
表した論文  “A Possibility that “New 
Cultures”  will be Created in Space－ 
From the viewpoint of space Anthropology
－“ISTS2011proceedings paperおよび「宇
宙への進出に関する人文科学的アプローチ
の検討」『宇宙時代の人間・社会・文化－新
たな宇宙時代に向けた人文科学および社会
科学からのアプローチ（JAXA Research and 
Development Report）』、（宇宙航空開発機構、
pp.15-38）を批判的に再検討し、今後の研究
の方向性を検討した。 
また、国内の人類学（社会学含む）の研究
状況を把握し、本研究に関心のある研究者と
の研究ネットワークの構築を行う。また
ISTS、京都大学宇宙総合 unit ワークショッ
プやJAXAの各種研究会にメンバーを派遣し、
その参加や発表を通じて、他分野との学際的
協力の方法について検討した。 
またキックオフの発表を日本文化人類学
会の分科会で行った。 
平成 26年度は、個々のメンバーは平成 25
年度に扱ったトピックを拡張、発展させると
共に、全体研究集会（3 回）では本研究に関
心があり、他のトピックやテーマを取り扱っ
ている人類学者を講師として招聘し、研究の
視野の拡大を行い、「宇宙人類学」のアプロ
ーチ、基本的コンセプトを検討した。 

また、本研究の成果としてIUEASでの発表、
2015 年 ISTS での panel 組織に向けた準備を
行った。加えて研究レポートとして JAXA の
研究レポートでの発表を準備した（2014 年度
末）、さらに一般向けの『宇宙人類学入門』
を刊行した。 
期間内を通した最終的な研究成果は、次の
ようである。 
研究会の成果を、国内学会（日本文化人類
学会）で分科会を組織し、発表し、また国際
学会 IUEAS(The International Union of 
Anthropological and Ethnological Science)
および ISTS（International Symposium on 
Space Technology and Science）において発
表、また JAXA reportおよび研究会の編著で、
単行本を出版した。この他、京都大学宇宙研
究総合ユニットが主催した公開ワークショ
ップでの報告、市民向けの公開講座等などで
も成果の一部を発表し、社会に対する貢献を
行った。 
こうした研究成果の発信の結果、人文社会
科学らの宇宙開発への接近の試みの存在が
文化人類学のみならず、他分野にも広く共有
されるようになり、法学（宇宙法）や経済学
など、他領域の分野との共同研究の可能性が
高まった。 
将来的な研究の発展につながる成果とし
ては、JAXAとの連携協力研究において、本
研究課題の実施を通し、具体的な共同研究に
取り組むことに発展した。 
すなわち、技術者に関する集中的なオーラ
ルストーリー調査を行い、日本の宇宙開発技
術史に関する基礎的資料のアーカイブを構
築する方法の検討であり、本研究課題の実施
期間中に、試行的な調査研究を共同で実施し
た。旧 NASDA（宇宙開発事業団）系のロケ
ット開発技術者４名に対する集中的なオー
ラルヒストリー調査を行い、映像記録、テー
プ記録、スクリプトといった基礎資料を作成
した。 
これは今後、NASAがすでに実施している
オーラルヒストリーアーカイブとの比較検
討、さらに次の段階として宇宙飛行士や管制
官など、対象を広げるための調査モデルを構
築する。現代の先端科学技術のフィールドに
おける人類学的研究の可能性を探り、「近代
科学技術」あるいは「先端的産業」の人類学
という新しいテーマへの接近、理論的検討に
反転する予定であり、平成 27 年度の科学研
究費補助金の助成によって、実施することが
決定している。 
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